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１． はじめに 
群馬県富岡市は、かつて養蚕・製糸業が栄え、絹市場と

して大きく発展した歴史があった。しかし、生活様式の変

化や蚕糸の価格の低迷などと共に、産業は停滞し、現在は

街全体が衰退してきている。一方、街の中心部には、当時

の繁栄を支えた富岡製糸場をはじめ、煉瓦造りの倉庫、土

蔵造りの家屋や長屋などの歴史的建造物が今でも点在して

いる。特に富岡製糸場は、2007年1月に世界遺産候補にな
り、月約 2 万人の観光客が訪れるようになった。しかし、
現状として、中心商店街の空地が目立つなど、観光客を受

け入れる体制が整えられておらず、街全体の活性化につな

がっているとは言い難い。 
そこで本研究では、街全体の活性化につなげるための対

策として、中心商店街の現状と将来の動向を把握し、富岡

製糸場と周辺の歴史的建造物を活かしたまちづくりの可能

性を検討することを目的とする。富岡市中心部の位置関係

を図－１に示す。 
２．研究方法 

 本研究では、以下の2つの観点より研究を進める。 

（１）土地利用変化と土地利用予測 

富岡市中心商店街の現状を把握するため、土地利用変化

を分析する。また、将来の動向を把握するため土地利用予

測を推測する。手順は、土地利用形態を 9 つ（小売店、飲

食店、宿泊業など）に分類し、次に住宅地図（1972年、1987

年、1991 年、1995 年、1999 年、2004 年）を用いて、基準

年と基準年から一定期間後の土地利用を読み取り推移行列

を作成し、これを現在年まで繰り返す。また、作成した推

移行列を用いて、将来の土地利用を2055年まで予測する。 
（２）ネットワーク形成 
本研究では、観光客が街を回遊することが、街全体の活

性化につながるという仮定の下、富岡市中心部に点在して

いる歴史的建造物に着目し、ネットワーク形成という観点

が可能であるかを検討する。なお、ここでいうネットワー

ク形成とは、ある区域内に歴史的資源が複数点在し、それ 
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図－１ 富岡市中心部 

に保全活用することである。しかし、

に加え、歴史的資源が観光客の回遊で

こともネットワーク形成に含むことに

以下に示す。 

観光客の来訪手段は、電車と自動車が

るので、観光客発生場所を上州富岡駅

車場（P①、P②）とし、これらと主な
短距離を求める。次に、歩行すること

を考慮した条件として「一般的に、高

安は 400m 程度」と仮定し、得られた
短距離がこの条件を満たすかを検討す

した場合、富岡市中心部においてネッ

であると判断する。 

と土地利用予測 

変化の推移であり、これより1972年に

小売店が大幅に減少していることが分

・空き店舗と駐車場・空地の増加率が

る。以上より、近年の中心商店街は、

進行していると考えられる。 

利用変化パターンを見てみると、1999

移行列（表－１参照）より、小売店、民

、又は空き家・空き店舗が駐車場・空

とが分かる。しかし、駐車場・空地か

ることはほとんどないと把握できる。

地になる前に、空洞化の対策を打つこ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

① ②
①小売店 1 5
②飲食店 0 2
③宿泊業 0 1
④民家 4 5
⑤サービス、事業所 2 0
⑥空家、空き店舗 2 8
⑦駐車場、空地 0 1
⑧その他 0 0
⑨不詳 1 0
合
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以上より、富岡市

観点から、街全体の

物を活かしたまちづ

り、富岡製糸場と周
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表－１ 

注

とを表す。また、対角成分は同
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③ ④ ⑤ ⑥ 　⑦ ⑧ ⑨ 変化なし 合計
0 6 1 7 8 3 0 146 177

4 0 3 2 3 2 1 0 92 127
0 0 0 0 0 0 0 3 4
0 27 0 6 9 0 0 63 114
0 4 1 3 2 0 0 53 65
0 13 0 0 12 0 0 14 49
0 1 1 4 4 1 0 83 95
0 0 1 1 0 0 0 14 16
0 3 0 2 4 1 0 0 11

58  
 

きる。 
予測の結果であり、これより増加傾向

空地と飲食店である。特に駐車場・空

.2％となり、将来は一番多い土地利用形

る。反対に、大きな減少傾向にあるの

には現在の半分しか小売店が残らない

、中心商店街の空洞化は今後も進行し

。 

形成 
の結果である。これより一番長い距離

岡製糸場の0.73kmであり、その他の歴

距離圏内にあることが分かる（建物等

参照）。 

前述した「一般的に、高齢者の継続歩

度」という条件を満たさない区間があ

かし、条件を満たさない区間の道中に

他の歴史的建造物が存在する。すなわ

歩けないとしても、この区間の道中に

物を見学し、そこで休憩することで、

行くことができると考えられる。よっ

観光客が回遊できる距離に存在すると

中心部において、ネットワーク形成の

活性化につなげるための、歴史的建造

くりは可能であると考えられる。つま

辺の歴史的建造物を共に保存していく 

 
図－２ 土地利用変化 
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1999年から2004年までの推移行列 

じ形態に変化したものであり、変化なしはこの期間中全く変化しなかったものである。 
注）表中のAからFの歴

ことで、富岡市中心部

化につながるのではな

４．まとめ 
 土地利用変化を時系

心商店街の空洞化は、

った。また、推移行列

として、小売店、民家

空き店舗から駐車場・

から他の形態に変化す

た。さらに、土地利用

後も進行していくこと

次に、活性化のため

観点から、富岡市中心

史的建造物を活かした

った。しかし現状とし

まちづくりが展開され

の課題として以下の2
①歴史的建造物の中に

－１参照）、これらの

光情報発信の場等）に

性も低くなり、空洞化

②富岡市中心部には、

外にも多くの歴史的建

らの建物も含めて、活

いくことが重要だと考
図－３ 土地利用予測 
－２ 最短距離（単位：km） 
0.22 ―0.34 0.67 0.44 0.59 

0.39 0.34 ―0.34 0.10 0.25 

0.45 0.67 0.34 ―0.24 0.50 

0.30 0.44 0.10 0.24 ―0.26 

0.54 0.59 0.25 0.50 0.26 ―

0.08 0.30 0.44 0.37 0.30 0.59 

0.24 0.19 0.15 0.51 0.25 0.40 

0.31 0.53 0.21 0.17 0.07 0.40 

0.68 0.66 0.32 0.64 0.40 0.14 

FEDCBA
計 10 44 0 57 6 26 41 6 0 468 6
―0.22 0.39 0.45 0.30 0.54 

）表の見方の一例として、（１，２）成分「5」は、1999年に小売店だった土地が2004年に飲食店に5件変化したこ 
 
史的建造物等の位置関係については図－１を参照。

の歴史街としての価値を上げ、活性

いかと考えられる。 

列的に捉えることにより、富岡市中

以前に比べ進行していることが分か

より、近年の土地利用変化パターン

から駐車場・空地に、又は空き家・

空地に変化しており、駐車場・空地

ることはほとんどないことが分かっ

予測より、中心商店街の空洞化は今

も把握できた。 
の対策として、ネットワーク形成の

部において、富岡製糸場と周辺の歴

まちづくりは可能であることが分か

て、歴史的建造物を上手く活かした

ているとは言い難い。そこで、今後

点をあげる。 
は、現在空き家の建物があるため（図

建物を観光資源（小売店、資料館、観

活用することで、取り壊される可能

対策になると考えられる。 
ネットワーク形成で使用した建物以

造物が点在している。そこで、これ

性化に向けたまちづくりを検討して

えられる。 


